
 

【講評】 

SAKAINOMA cafe & residence 熊は、特に有名でも歴史的存在でもなかったご

く普通の民家をリノベーションしたもので、道路境界の塀を取り払い、正面

を大きなガラスの建具に変えて開放的なカフェとし、母屋の奥と離れを宿泊

施設に改修した。今日のニーズに応えて、内外とも大きく変わった部分も多

いが、日本家屋の風情は残っている。近年、建築の保存に関しては、活かし

つつ残す、living heritage（生きている遺産）という概念がよく言われる。こ

の物件は外観が大きく変化している点で歴史的建造物部門の条件に厳密には

合わないかもしれないが、少し古い建築の記憶と存在を活かし、大胆に手を

加え、新たな都市景観を生み出そうとしている点を評価したい。 

              （橋寺 知子 委員） 
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